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発生日時 

平成２７年３月８日（日）午後３時８分頃 

 

発生場所 

里山 

事故状況（何をして、どのように、どうなった） 

竹が枯れ木にかかっていたので切り倒そうとした、竹の根元方向に若干傾いていた

ので根元側に受け口を切った。しかし寄りかかった竹のせいで反対側へ傾きだした

ので、受け口側を追切し左側へ倒そうとしたが倒れず横方向へ倒そうとしたが倒れ

ない。完全に切れていないのかと思いノコをいれたところ突然奥側に倒れ被災者と

激突。 救急隊員には倒れた木の大きさ・太さ・どのくらい離れた位置であったか

を聞かれました。ヘルメットを見せたほうが良かったかも。 
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誰が、どのように処置 

間伐隊に医師がおられ 救急車を要請するように指示あり。救急車到着（５分）。 

脳外科のある救急病院へ搬送。ＣＴ撮影。現時点では異常なしとのことで家族にお

迎えにきて頂き帰宅。翌日勤務先近くの眼科も受診。現在異常なし。 

ケガの部位・症状 

頭上に木が当たる。翌日tel。出勤しているとのこと。 

 

推定原因と再発防止策は 

 ３０代が激務に追われている。疲れがあるととっさの動く俊敏さは落ちる。午後

は１時間ぐらいで作業中止が必要。 
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① 木から離れている距離は十分であったか? 

② 合図の指示(笛など)がはっきりしていたか? 

③ ﾉｺをいれるときに作業者の位置を確認していたか? 

これらの検証を要す。 

 


